
１）大田二次医療圏の中核病院として、５疾病５事業を中心とした急性期医療を提供します。
２）病病・病診連携により、圏域に必要な医療提供に努めます。
３）地域で必要度の高い疾病に対し、保健・福祉と連携した予防から介護までの一体的医療

サービスを提供します。
４）訪問看護等を通して在宅医療や地域医療の向上に寄与します。
５）医療水準の向上と安全な医療環境整備に努めます。
６）職員相互の協調によるチーム医療の実践と、よき医療人としての人材育成に努めます。
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大田市立病院広報紙

銀の風 2023.1

Vol.37

『銀の風』は世界遺産「石見銀山遺

跡」から着想を得ています。「石見

銀山遺跡とその文化的景観」は人類

の平和と人権の尊重をめざすユネス

コの世界遺産に登録されています。

〇診療科プロフィール「小児科」

／出前講座：大森小学校

／世界糖尿病デー

○防火避難訓練／BLS・ACLS講習会

／外来診療一覧／編集後記

昨年４月に県からの派遣により

当院事務部長に就任し、早いも

ので１年が過ぎようとしています。

この間、コロナ禍の中、改めて大

田圏域の中核病院として地域医

療を守ることの責任を感じるとと

もに、皆様に信頼される病院とし

て、より一層、患者さんの気持ち

に寄り添っていくことが重要だと

考えております。

今年もその気持ちを持って、ス

タッフ一同、頑張ってまいります

ので、よろしくお願いします。

院長 西尾 祐二

新型コロナウイルス感染症により、医療そし

て経済や人の暮らしも大きく変化しました。

病院も感染予防対策として面会禁止や健康

チェックなど地域の皆様方にはご協力してい

ただき誠にありがとうございます。特に入院患

者さんやそのご家族には面会ができないこと

でご心配やご迷惑をかけておりますが、ご理

解とご協力に心から感謝申し上げます。

新型コロナウイルス感染症がいつ収束を迎

えるか出口が見えにくい状況ですが、私達看

護職員は、地域の皆様に安全な医療・看護・

介護を提供できるように取り組んでまいります。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

看護部長 今田 眞美 事務部長 糸賀 晴樹

今年、新病院は３年目を迎えます。４月に

は、内科、外科、泌尿器科などで医師の増員

を予定しており、大田市に必要な医療を十

分に供給できる体制が整いつつあると自認

しています。コロナについては、今しばらく制

限は必要ですが、今年のうちには感染症の

扱いも変わり、人の自由な交流が戻ると思

われます。面会制限を撤廃し、病院まつりの

開催などで、病院が再び交流の場に戻るこ

とを願っています。

最後になりましたが、本年が皆様にとりま

して、健康で幸多き年となりますよう、心より

お祈り申し上げ、新年の挨拶といたします。

新年あけましておめでとうございます
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診療科プロフィール

小児科小児科部長 山田 健治

常勤医師による診療科の紹介

シリーズ

出前
講座

大森小学校で、出前講座『きれいな手で感染予

防～今日からできる感染対策～』を開催。親子合

わせて35名が参加し、感染管理認定看護師から、

正しい手洗いと消毒の方法を学びました。

子どもたちは手の汚れを確認できる手洗いチェッカーに

興味深々。洗った手を手洗いチェッカーで確認すると、

親指の付け根、手首にまだ汚れが！

「こんなに汚れが残ってたんだ！」

と、講座で学んだ“正しい手洗い”

を一生懸命実践していました。

参加した保護者も「しっかり洗ったつもり

だったのに」と驚きながら、子供たちと一緒

に楽しく手洗いを行っていました。

「家族みんなで正しい手洗い方

法を行いたい」と、感染予防とし

ての手洗いの大切さを改めて実

感した様子でした。

小児科上席部長 
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11月14日は、インスリンを発見したカナダのバン

ティング博士の誕生日です。糖尿病治療の画期的な

発見に敬意を表し、この日を糖尿病デーとして顕彰。

現在、世界160カ国から10億人以上が参加する、

世界でも有数な疾患啓発の日であり、この日を中心

に全世界で繰り広げられる糖尿病啓発キャンペーン

は、糖尿病の予防や治療継続の重要性について市

民に周知する大切な機会となっています。

大田市立病院の糖尿病チーム会では、玄関ホール、
各病棟、リハビリテーション室において、糖尿病
に関するポスター等の展示を行いました。
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令和５年１月１日 現在（●初めての受診が可能 ○予約のかたのみ）

大田市立病院の様々な情報を
ホームページ・facebookに掲
載しています。

11月25日、病棟が火元となることを

想定した防火避難訓練を実施しました。

様々な状態の患者さんへの素早い対応

が求められ、参加した職員は緊張した

面持ちで訓練に臨んでいました。

【受付時間】８：３０～１１：００
（予約のかたはこれ以外の時間になることがあります）

※１ 初めて受診されるかたは予約が必要です

（紹介状をお持ちのかた、長期間受診のないかたを含みます）

※２ 初めて受診されるかたは ８：３０～１０：３０

※３ 毎週月曜日・隔週木曜日 ※４ 第２金曜日１４：００～１６：００

※５ 第１木曜日 ※６ 第１または第２木曜日 ※７ 第３木曜日

※８ 第２・第４水曜日

前週の火曜日または木曜日にレントゲン撮影があります

診 療 科 月 火 水 木 金

一

般

外

来

内科 ● ● ● ● ●

神経内科 ● ●

呼吸器内科 ● ● ●

消化器科 ● ●

循環器科 ● ● ●

メンタルヘルス科 ○

小児科 ● ● ● ● ●

外科 ● ● ● ● ●

整形外科 〇※１ 〇※１ 〇※１ 〇※１ 〇※１

脳神経外科 ● ● ●

皮膚科 ● ● ● ●

泌尿器科 ● ● ● ● ●

産婦人科 ● ● ● ● ●

放射線科 ● ●

ペインクリニック ● ● ● ●

眼科 ●※２ ●※２ ●※２

耳鼻咽喉科 ● ●

総合診療科 ● ●

専

門

外

来

リウマチ外来 ○※３ ○※３

腎臓内科 ○

血液・腫瘍内科 ● ●

ペースメーカー外来 〇※４

小児神経外来 〇※５

小児心臓外来 〇

発達障害外来 〇※６

乳児健診 〇

小児予防接種 〇

緩和ケア 〇※７

乳がん検診 〇※８

ｖ

防火避難訓練を実施しました

～編集後記～

BLS

ＢＬＳ・ＡＣＬＳ講習会を開催

ACLS

謹んで新年のご挨拶を申し上

げます。本年も広報紙「銀の風」

をよろしくお願いします。

今年は卯年です。卯年は飛躍、

向上の年といわれています。３年

続いている新型コロナウイルス

の感染状況が好転し、私たちの

生活が大きく向上する1年になり

ますように。

（T.M）

▶
職
員
が
患
者
さ
ん
役

◀
消
火
訓
練
の
様
子

心停止等への対応に関する講習

会を毎年院内で開催しています。

緊迫した空気の中、講師の指導

を受けながら、動きの細部にも注

意を払う参加者。いざという時、

冷静に素早く対応できるよう、何

度も繰り返しトレーニングを重ね、

技術を習得しました。

医師を含む医療従事者のチームに
よって行われる心肺蘇生の訓練

心肺停止、または
呼吸停止に対する
一次救命処置
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